
１．はじめに

　減少し続ける出生率、進む高齢化社会化、

労働人口の減少。日本社会が向き合う問題は

いずれも深刻である。２００４年９月、国際通貨

基金（���）は、人口動態が世界経済に与え

る影響を分析した報告書を発表した。その中

で、高齢化に伴う労働力人口の比率低下の影

響は、少子高齢化が急速に進む日本が長期的

に最も厳しいと述べた。対策として���が

挙げた移民の受け入れが現実となる場合、移

民への日本語教育はこれからの大きな課題に

なるだろう。また、労働人口の減少は今まさ

に進行しており、海外から仕事のために来日

する人々が、いつどのように、どんな日本語

教育を受けるのが望ましいのか、深く考える

必要があるだろう。社会構造が大きく変化す

るかもしれないこれからの時代における日本

語教育のひとつとして、ビジネス日本語を考

えてみたい。

　ビジネス日本語教育は、日本の経済ととも

に発達してきた。日本企業が海外に進出する

時、そこに必ず日本語教育の需要が存在し

た。また、ビジネスを目的に来日する外国

人、あるいは留学を目的に来日し、日本での

更なる滞在を希望する留学生は、年々増加の

一途を辿っている。日本人の大学生が会社員

になった場合、その言葉づかいが違うのは言

う間でもない。同じように日本企業の、ある

いは日系企業の一員となった場合、会社の中

での日本語は、日常生活の日本語とは少し異

なっている。ビジネスにはビジネス日本語が

必要なのは当然のことだ。

　ビジネスのために日本語を学ぶ学習者は、

年齢を問わず多数存在し、増え続け、世界中

でビジネス日本語教育が行われている。では
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その教育はどのように行われているのであろ

うか。また、日本におけるビジネス日本語教

育と海外のそれとでは、何かしらの相違はあ

２．分析

２－１．分析対象�

るのだろうか。本稿では、日本と韓国のビジ

ネス日本語教科書それぞれ１冊ずつの特徴を

探り、両者の相違を明らかにしたい。
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１９９５年初版発行。一般向け。英語版とかな版があり、国内外を問わず広
く販売されている

日本教科書�

２００３年初版発行。高校生向け。第７次教育課程に基づいて作成された国
定教科書。

韓国教科書�

表１　教科書�目次

学習内容場面

～は…です。自己紹介������１
～の…ですか。名刺交換������２
何時何分。～から…まで。時間を聞く������３
～円。いくらですか。ください。値段を聞く������４
こそあど。数詞。買い物をする������５
京都に行きます。出張に行く������６
タクシーで来ました。来客を部屋へ通す������７
存在詞（います）絵を見て話す������８
存在詞（あります）道をたずねる������９
動詞の活用週末の予定を話す������１０
これまでの復習日記を書く������１１
ご主人はいらっしゃいますか。電話をかける������１２
お茶をどうぞ。もう結構です。訪問する������１３
どうでしたか。きれいでした。歌舞伎を見た������１４
授受表現花瓶をもらった������１５
勧誘の表現スキーに行く������１６
依頼の表現送別会を開く������１７
断りの表現映画を見に行く������１８
「て」形旅行に行く������１９
依頼の表現電話で注文をする������２０
依頼の表現予約をする������２１
～で行きます。～分かかります。病院に行く������２２
許可を求める表現テレビを見る������２３
～（し）ないでください。駐車違反の車を見て������２４
～（し）ています。会議������２５
これまでの復習パーティーにて������２６
これまでの復習近況を話す������２７
感情（好き、嫌い）を表現する趣味について������２８
これまでの復習。レストランにて������２９
まとめ手紙を書く������３０



２－２．分析内容

　教科書�は、和英、英和の索引込み�５版

２３０ページ。別売りの教材に、カセット、

��、ワークブックがあり、学習者の時間に

合わせて教材を付け足すことができるように

なっている。最初に２０ページの「�������」が

あるが、そのほとんどが英語で書かれてい

る。

　それぞれの課は、本文と対訳、新出語彙、

文法説明、解説、練習問題、クイズで構成さ

れている。大きな特徴として、漢字の不使用

が挙げられる。これは、対象とする学習者が

仕事を持っており、日本語の学習だけに時間

を割くことができない前提があり、最短の時

間で最大の効果を得るための配慮だろうと考

えられる。教科書の最後にクイズの正答と単

語帳がついており、独学で辞書がなくても、

この教科書だけである程度の学習が可能に

なっている。

　内容は、不特定多数の、主に商用で日本語

を使用する初級学習者向けになっている。名

刺や会議などといった単語が早い段階から使

われているのがその例だ。また、歌舞伎を見

たと本文にあるが、歌舞伎が何かについての

解説はなく、文化項目を取り上げている部分

は見当たらない。むしろ、歌舞伎を「見る」

と「見た」がどう違うのかに重点が置かれて

いる。ビジネスマナーについても、特にペー

ジを割いて説明することはない。この点か

ら、教科書�は、実際に日本に在住している

初級日本語学習者の、サバイバル日本語獲得

を目指していることがうかがえる。なぜな

ら、全く日本語を知らない状況で来日し、企

業での生活を始めた人が切望するのは、文化

項目の学習よりは、今日から使える日本語だ

からだ。漢字を知らなくても、書くことがで

きなくても、教科書の中から必要な表現を抜

き出して言うことができればそれでいい。文

化項目やビジネスマナーについての知識もあ

る方が望ましいが、サバイバル日本語ではそ

れはどうしても後回しになりがちだというこ

とがよく分かる。あるいは百聞は一見にしか

ずで、説明が蛇足かもしれないと考えている

のかもしれない。

　一方、教科書�は日本語での索引込み�５

版２５８ページ。別売りの教材はない。最初に

１ページだけ韓国語の「はじめに」があるが、

その他には一切韓国語は使われていない。続

いて２ページに渡り、日本のビジネス文化に

ついて日本語で書かれている。「会社とは」、

「日本企業の特徴」、「身内意識」の３つが

キーワードになっている。
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表２　教科書�目次

学習内容場面

就職活動のため、先輩の会社を訪ねる。会社を訪ねる第１課
上司、同僚との会話や、付き合い方を知る。会社での人間関係第２課
会社の顔である自覚を持って行う。接客第３課
電話での会話や応対のポイントを知る。電話に出る第４課
���送信の注意点や送り状の活用。���を送る第５課
情報交換から接待までの流れを知る。取引第６課
お互いの事情を説明しながら話し合う。注文をする第７課
報告、連絡、相談の仕組みを知る。報告書を書く第８課
発生から事後処理までの流れを知る。トラブルにあう第９課
接待とは何かを知る。外との付き合い第１０課
それぞれに決まった表現があることを知る。冠婚葬祭の付き合い第１１課
サービス業で使われる日本語を知る。ホテルでのサービス第１２課
社内文書、社外文書を正式に書く。ビジネス文書を書く第１３課



　それぞれの課は、スキット１、ポイント

（新出語彙、表現、文型の整理）、ドリル、

ロールプレー、スキット２、ポイント、ドリ

ル、ロールプレー、スキット３、ポイント、

ドリル、ロールプレー、討論、タスク（イン

ターネットの利用）となっている。大きな特

徴として挙げられるのは、インターネットの

活用だろう。外国人にとってキーボードを

使った文字の入力は、私達日本人が考えるよ

りはるかに難しい。今や企業においても、パ

ソコンは一人一台の時代になっている。その

ような社会状況にあって、入社し、パソコン

を与えられた時に備え、日本語で入力し、情

報を収集するのも重要な学習要素と言える。

次に、一口メモと称して、およそ７～８ペー

ジにひとつの割合で、日本の様々な習慣や留

意点などが紹介されている。例えば、第２

課・接客においては、接客中にかかってきた

電話の取り扱いについて、応接室に残った茶

碗や煙草の吸殻の処理について、対人距離の

とり方についての３つの一口メモがある。ペ

アワークや討論も多く、正答も載せられてい

ないため、独学での履修はほぼ不可能に近

く、日本のビジネス習慣を熟知した教師の存

在が不可欠であると同時に、時間をかけた指

導も必要であろう。

　内容は、日本企業、あるいは日系企業に就

職を希望している高校生向けになっている。

しかし、電話応対や来客応対、文書作成など

は、そのまま日本企業の新入社員研修で使え

るほど非常に高度な内容となっている。

　以上、ここまでの内容を表にすると、次の

ようになる。

２－３．分析結果

　教科書�と教科書�を比較すると、対象者

の違いが全ての面に影響していることが分か

る。教科書�が想定している学習者は、とに

かく時間に追われ、すぐにでも使える表現を

第一に考えている。漢字の意味を辞書で調べ

るより、どう書くのか分からないあいづちの

表現を耳から覚えた方がはるかに役に立つと

考えている。文法説明は日本語よりも英語で

読む方がよく、自分の都合に合わせた時間に

独学したい。文化項目に至っては、教科書で

読まなくても毎日遭遇しており、ビジネスマ

ナーも、教えてほしいと言う時間があるのな

ら、見よう見まねで会得してしまった方が早

い。そんな学習者の需要に応えるべく、教科

書�があるのだろう。

　教科書�は違う。この教科書を使う学習者

は、年齢も国籍も定まっており、長期に渡っ

て一人の先生が授業を担当する。目次を見れ

ば分かる通り、教科書�は知識を得るための

学習だが、教科書�では、得ている知識を深

化させるための学習だ。自分の日本語を、ビ

ジネスの方面に向けていかに豊かにするかに

重点が置かれている。じっくりと時間をかけ

て辞書を引き意味を調べ、自分の力で文章を

組み立て、討論に参加して意見を述べる。文

化項目やビジネスマナーについては、読んで

初めて韓国とは違うと気づくことが多いだろ

うと予想される。コンピュータ使用を含めた

総合的な日本語能力を養い、日本文化理解と

国際交流への積極的態度を養うというのが韓

国の第７次教育課程（日本で言う学習指導要

領にあたる）の中の、日本語学習の指針と

なっているのだが、それに忠実に沿った教科

書構成になっている。
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表３　分析内容一覧

ビジネスマナー文化項目独学漢字媒介語対象
取り扱いなし取り扱いなし可能不使用英語一般教科書�
取り扱いあり取り扱いありほぼ不可能使用なし高校生教科書�



３．まとめ

　ビジネス日本語教育と簡単にひと言で言っ

ても、その内容は実に様々だ。今回の分析か

ら、日本におけるビジネス日本語教育の方

が、海外のそれよりずっと学習者の状況が切

迫しており、そのため実利志向がより強くな

る傾向にあると言えそうだ。日本企業や、日

本の企業文化についても、体験に基づいて個

人が考えるべき項目に分類されているのかも

しれない。となると、国内外における日本語

教師の役割にも若干の違いが生じてきそう

だ。日本に在住している学習者にとって日本

が日常であるように、日本の企業や企業文化

も日常だ。つまり、教室の中や教師に企業を

求める必要がなく、ことさらそれについての

学習を要求しなくとも、日々の生活の中で、

自然と日本の企業文化が身に着いてしまうの

だろう。また、教科書�がクリーニング屋や

ビデオ屋など、本当にありふれた場面設定を

していることも、ビジネスだけではない生活

に密着した教科書なのだと感じられ、非常に

興味深かった。

　分析にあたり、日本のビジネス日本語教科

書を何冊も読んだが、教科書�のように、国

定に当たるものがないため、売上の多かった

ものを教科書�とした。しかし、教科書�が

韓国のビジネス日本語教育観を体現している

ことを考えると、この２冊を単純に比較して

もいいものかと大いに疑問が残る。日本のビ

ジネス日本語教科書は、それぞれが独自の視

点で作成されている。それに比べ教科書�

は、第７次教育課程という国の政策に則って

作成された「外国語科目・日本語」の中のビ

ジネス分野の日本語を扱った教科書であり、

他の日本語の分野と関連を持っていることも

見逃してはならないだろう。また、教科書�

が社内文書のフォーマットや伝言メモの作成

の仕方を図解しているのに比べると、教科書

�だけではなく、日本で出版されているビジ

ネス日本語教科書にはこういった実務の手引

きの部分が少ないように感じられる。だがそ

れも、会社によって違うのが実情であるか

ら、個人がそれぞれ体得するのが望ましいと

思われているのだろうか。文化項目の扱いに

注目し、韓国で販売されている一般的なビジ

ネス日本語教科書や、日本にある国選に準ず

るようなビジネス日本語教科書を加えてぜひ

再度分析を試みたい。
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